















Tradução integral portuguesa dos MODVS CONFITENDI et EXAMINANDI (Roma, 
1632) da autoria do frei dominicano Diego Colhado: Algumas notas sobre a sua 
biografia, uma pequena história de pesquisa acerca da sobredita obra, sumário do 
seu conteúdo, umas dúvidas relativas à sua composição, etc. 
 
                                   日 埜 博 司（HINO Hiroshi） 
 
キーワード  『コリャード 懺悔録』  ドミニコ会とイエズス会  『日本キリシタン教会史補遺』  
パードレ・ハシント・オルファネール  パードレ・ルイス・フローレス  平山常陳  ルイス弥











































































































































に開創されたドミニコ会の修道院。Todo Salamanca より。©Editorial FISA ESCUDO 


















































































































































































































                                                                 
3 『岩波 キリスト教辞典』岩波書店，2002年，819頁，「ドミニクス」の項（宮本久雄執筆）。 






















































































                                                                 
3 『岩波 キリスト教辞典』岩波書店，2002年，819頁，「ドミニクス」の項（宮本久雄執筆）。 


























































































                                                                 
5 Jap.Sin.35, ff.49-50. 『イエズス会と日本 一』高瀬弘一郎訳，岩波書店，1981 年，大航海時
代叢書第 II期6，420～429頁に日本語全訳を収める。 
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7 高瀬弘一郎「16・17 世紀極東におけるイエズス会士の経済活動とキリスト教経済思想――
とくにウスラの問題をめぐって」（同『キリシタン時代の文化と諸相』八木書店，2001 年，第 3 部
第 3 章）参照。この論文は日埜博司によって葡語訳されている。Cf. Takase Kōichirō, 
“Actividades Económicas dos Jesuítas no Extremo Oriente dos Séculos XVI e XVII: Especialmente 
em torno da Usura” in Ryūtsū Keizai Daigaku Ryūtsū Jōhō Gakubu Kiyō, tra. Hino Hiroshi, vol. 2, 
no. 2, 1998, pp.153-204. 
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em torno da Usura” in Ryūtsū Keizai Daigaku Ryūtsū Jōhō Gakubu Kiyō, tra. Hino Hiroshi, vol. 2, 
no. 2, 1998, pp.153-204. 











































                                                                 














































































































































































































































                                                                 





教皇グレゴリオ 13 世は，1585 年 1 月 28 日付の小勅書をもって，イエズス会士以外の修道
士による日本布教を禁じた。その後，1600年12月12日付で，教皇クレメンテ 8世は前記の小
勅書を改め，他会派の修道士の日本布教を許可する勅書を発するが，それは，リスボアおよ






































                                                                                                                                                               
とを意味した。しかし，フランシスコ会を含む托鉢修道会は，クレメンテ 8 世の勅書にも納得せ














































































                                                                                                                                                               
とを意味した。しかし，フランシスコ会を含む托鉢修道会は，クレメンテ 8 世の勅書にも納得せ




























































































































                                                                 
18 『新村出全集』第五巻，筑摩書房，1971年，178頁。 

























































                                                                 
18 『新村出全集』第五巻，筑摩書房，1971年，178頁。 





































































































































































































































































































NIFFON NO COTOBANI 
YÔ CONFESION, 
Vo mǒsu yǒdai to mata Confesor yori goxensacu me- 
saruru tame no caniônaru giô giô no coto danguixa 
no monpa no Fr. Diego Collado to yǔ xucqe Roma 
































































                                                                 
22 Dictionarium Latino Lusitanicum, ac Iaponicum ex Ambrosii Calepini..., In Amacusa in 
Collegio Iaponico Societatis Iesu, 1595, p.148. 
 
『サルヴァトル・ムンヂ』に収められた「こんひさん」の語釈























誡のノンブルは IやVIなど大文字のローマ数字で，モルタル科のノンブルは iや vな









I-1  キリシタンの諸事に対する不審を懐く 
I-2  ミサ典礼に対する不審を懐く 
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I-3  キリシタンの諸事を過剰に穿鑿する 
I-4  病気の息子のため山伏に祈禱を行なわせる● 
I-5  奉行の勧めに応じ口先で棄教する 
I-6  ゼンチョ寺の造営に従う 
I-7  十遍念仏を唱える● 
I-8  デウスへの信頼を失う 









II-1   みずからが発する言葉の真偽を確かめぬまま誓文を立てる 
II-2   空誓文
そらぜいもん
を立てる● 
II-3   デウスの名にかけて子供・奉公人を殺そうという誓文を立てる 
I1-4   争いの仲裁者に復讐しようという誓文を立てる 
II-5   善事を為さぬという誓文を立てる 
II-6   道理のない訴訟に勝つため空誓文を立てさせる 
II-7   無用の誓文を立てる 
I1-8   博奕
ば く ち
を打たぬという誓文を破る 
II-9   食あたりの原因となった食物を食べぬという誓文を破る 
II-10  ミサに与り施しを行なうという誓文を破る 
II-11  安易な誓文を立てることによって家族に悪い手本を見せる 
 
第三誡 
III-1  ドミンゴ・祝い日のミサに与らず 
III-2  雑念のためミサに集中せず 











IV-3  兄弟といさかいを起こす 




IV-6  家族にキリシタンとしての風儀を守らせることを怠る 
 
第五誡 
V-1  少年に手淫を教える 
V-2  他人がモルタル科を犯すきっかけを作る 
V-3  知人の悪行に荷担する 
V-4  妻との折り合いが悪い嫁に対し殺意を懐く 
V-5  喧嘩の相手に深手を負わせる 
V-6  みずからを悪しざまに沙汰した相手を赦さず● 
V-7  喧嘩口論し悪口雑言を吐く 










VI-2  未婚女性と姦淫する。精液を無益に放出する 
VI-3  有夫者――処女（！）――と姦淫する 
VI-4  有夫者との姦淫に際し避妊措置を施す 
VI-5  美女を妄念によって姦淫する（未遂・既遂とも） 
VI-6  強姦未遂。精液を無益に放出する 
VI-7  不犯の願を立てた女性が手淫を行なう 
VI-8  不犯の願を立てた女性が姦淫を行なう。その相手の男に肛門性交を勧める。避
妊措置を施す 
VI-9  男との間で女性が妄念による姦淫を犯す 
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VI-11  後日上記の男を受け入れる 






VI-15  色事の仲介を行なう 
 
第七誡 
VII-1  拾得したかねを取り込む 
VII-2  給金を未払いのまま放置する 




VII-5  賭け将棋によって不正な利を得る 
VII-6  借金を未返済のまま放置する 
VII-7  高利の取り立てを行なう● 
VII-8  過分の役得を得る● 




VIII-1  他人に関する邪推を語り広める● 
VIII-2  気にそぐわぬ者の悪評を鵜呑みにする 
VIII-3  秘密に聞いた他人の醜聞を他言する 




VIII-6  謗った相手と絶交状態に陥る 
VIII-7  実害のない嘘を頻繁に言う 
 
第九誡と第十誡 
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i-1  作り事の手柄話を語る 
i-2  己の絶倫ぶりを自慢する 
i-3  他人を見下し自惚れる 
i-4  己が長所を自画自讃する 
i-5  他人の目につくよう善事を行なう 
 
七大罪の五番（貪食） 
v-1  酒を飲みすぎ本性を失い嘔吐する 







v-5  飲食・睡眠の中庸を守らず 
 
七大罪の六番（嫉妬） 
vi-1  己と同程度の者が富者になったことを嫉む 
 
七大罪の二番（貪欲）? 







1  異教徒のオランダ人海賊へ武器・弾薬を売る 
























直したテキストを収める（『流通経済大学流通情報学部紀要』17 巻 2 号〔2013 年〕に掲載）。その解題
において，姉崎がコリャードの書物へ投げかけた疑惑と，それに対する大塚の反論の概
要に少し言及した。やや詳しくはその項に譲るとして，訳者の立場を繰り返し明らかにして
おくと，以下の如くである。 
①決定的な物的証拠も示さぬまま「〔おそらくはイエズス会宣教師によって作成された〕
他人の材料をあやしげなまま出版したもの」とする，姉崎のコリャード非難には安易に与
くみ
す
ることができない。 
②万一，『コリャード 懺悔録』が原著扉の記載に反し，コリャードだけの手になる著述で
はないとしても，本来表沙汰にすることが厳禁であるはずの告解を（ただし，ある告解を行なっ
たのがこの信徒，と実名を特定できるケースは皆無である），これから渡日する宣教師の便宜に供
するため，という巧みな方便で公刊し，世界を見渡しても，類書はおそらく皆無であろうと
思われる，そのような稀有の一巻を公刊し後世に遺してくれたことそれ自体が，訳者にとっ
ては本質的に重要である。だから『コリャード 懺悔録』が真にコリャード（のみ）の手になる
ものであるのか否か，を過剰に穿鑿することに，訳者は大した興味を持たない。 
③コリャードが『サルヴァトル・ムンヂ』等を下敷きにしつつ『懺悔録』を編んだとしても，
それがどれほど不当な行為とみなされたか，については検討の余地がある。明白かつ露
骨な剽窃
ひょうせつ
は論外として，古代・中世以来のヨーロッパ文藝にあって，先行著述のエッセン
スを，巧みな引用と咀嚼
そしゃく
とによってさりげなく自著に吸収し，他人の業績を特段の断わりな
く己
おの
が作品のいわば“肥やし”にする行為は，当時の著述倫理として，相当程度まで許容
されていたのではないか。 
